を、 颶風の ような 空気の 抵抗 を 感じながら、 彼女 は 落 

きも 

ち 放題に 落ちて 行った。 「地獄に 落ちて 行く の だ」 胆 

を 裂く ような 心咎 めが 突然 クララ を 襲った。 それ は 

ほんとう 

本統は クララが 始めから 考えて いた 事な の だ。 十六の 

とし キリスト しもべ 

歳から 神の 子 基督の 婢女 として 生き 通そうと 誓った、 

その 神聖な 誓言 を 忘れた 報いに 地獄に 落ちる のに 何の 

不思議が ある。 それ は 覚悟し なければ ならぬ。 それに 

しても 聖 処女に よって 世に 降誕した 神の 子 基督の 御顔 

こん リんざ い 

を、 金輪際 拝し 得られぬ 苦しみ は 忍びよう がなかった _ 

クララ はとん ぼが えり を 打って 落ちながら 一 心不 乱に 

聖母 を 念じた。 



ぺ —ジ きりさげ 

り、 侍 童の ように、 肩 あたりまでの 長さに 切 下にして 

おぼろよ 

あった。 窓から は、 朧夜の 月の 光の 下に、 この 町の 

堂 母なる サン. ルフィノ 寺院と その 前の 広場と が、 滑 

かな 陽春の 空気に 柔ら めら れて、 夢の ように 見渡され 

た。 寺院の 北側 を ロッカ • マジ ョ— レの 方に 登る 阪を、 

きゃしゃ 

一 つの 集団と なって よろ けながら、 十五、 六 人の 華 車 

な 青年が、 声 を かぎりに 青春 を 讃美す る 歌 をうた つ て 

行く の だ つ た。 クララ はこの 光景 を 窓から 見お ろす と、 

夢の 中に ありながら、 これ は 前に 一 度 目撃した 事が あ 

るのに と 思 つ ていた。 

そう 思う と、 同時に 窓の 下の 出来事 はずん ずん クラ 



の 往還 を 一 つへ だてた すぐ 向う に 住む ベルナル ド— ネ 

家の フランシスだった。 華美 を 極めた 晴着の 上に 

じょうもん えびちゃ 

定紋 をう つた 蝦 茶の マント を 着て、 飲み仲間の 主権 

者た る 事 を 現わす 笏を 右手に 握った 様子 は、 ほかの 

青年た ちに まさった 無&の 風俗だった が、 その 顔 は 痩 

せ 衰えて 物凄い ほど 青く、 眼 は 足 もとから 二、 三 間 さ 

あな またた 

きの 石畳 を孔の あく ほど 見入つ たま ま 瞬き もしな 

かった。 そしてよ ろけ るよう な 足 ど りで、 見えない も 

のに 引ずられながら、 堂 母の 広場の 方に 近づいて 来た。 

それ を 見つける と、 引返して 来た 青年た ち は 一度にと 

きをつ くつ て龃 けより ざまに フランシス を 取 かこんだ。 



ひとみ えりもと つか 

鋭い 眸を 向けた が、 フランシスの 襟元 を 摑んで 引き 

おこした。 ぞろぞろと 華やかな 着物 だけが 宙 につる し 

かんじん 

上って、 肝腎の フランシス は 溶けた のか 消えた のか、 

影 も 形 も なくなつ ていた。 クララ は 恐ろしい 衝動 を感 

じて それ を 見て いた。 と、 やがて その 男の 手に 残った 

着物が 二つに 分れて 一つ は クララの 父と なリ、 一つ は 

母と なった。 そして 二人の 間に 立つ その 男 は、 クララ 

の 許婚 のォッ タヴィ アナ • フォルテ ブラッチ ョ だった。 

三人 は クララの 立って いる 美しい 芝生より 一 段 低い 沼 

くろつち 

地が か つた 黒土の 上に 単調に ずら つ とならんで 立 つ て 

おび- P うら 

いた —— 父 は 脅かす ように、 母 は 歎く ように、 男は怨 



たたかい ちまた 

むように。 戦 の 街 を 幾度 もく ぐったら しい、 日に 

焼けて 男性的な ォッ タヴィ アナの 顔 は、 飽く 事な き 功 

i-J いっぽん りんかく 

名 心と、 強い 意志と、 生一本な 気象と で、 固い 輪郭 を 

描いて いた。 そして その上 を 貴族的な 誇りが 包んで い 

た。 今まで 誰れ の 前に も 弱味 を 見せなかった らしい そ 

の 顔が、 恨み を 含んで じっと クララ を 見入って いた。 

クララ は 許婚の 仲で あるく せに、 そして この 青年の 男 

らしい 強さ を 尊敬して いるく せに、 その 愛 をお となし 

く 受けようと はしなかった の だ。 クララ は 夢の 中に あ 

ささ 

りながら 生れ 落ちる とから 神に 献 げられ ていたよ うな 

不思議な 自分の 運命 を 思い やった。 晚 かれ 早 かれ 生み 



クララ は 扉 を あけて 柔 かい 春の 空気 を 快く 吸い 入れ 

しののめ 

た。 やがて ポルタ. 力 プチ ィ 二の 方に かすかな 東 明の 

光が 漏れた と 思う と、 救世主の エルサレム 入城 を 記念 

する 寺の 鐘が 一 時に 鳴り 出した。 快活な 同じ 鐘の音 は、 

ふもと おんど リ と き 

麓の 町から も 聞こえて 来た、 牡鶏が 村から 村に 時 鳴 

を啼き 交す ように。 

今日 こそ は 出家して 基督に 嫁ぐべき 日 だ。 その 朝の 

浅 い 眠リを 覚ました 不思議な 夢 も、 思い入った 心に は 

神の 御告げ に 違いなかった。 クララ は 涙ぐましい、 し 

め やかな 心に なって ァグ ネス を 見た。 十四の 少女 は 神 

のように 眠りつ づけて いた。 



部屋 は 静かだった。 

〇 

クララ は 父母 や 妹た ちょり 少しお くれて、 朝の 礼 u£ 

に聖 ルフィノ 寺院に 出かけて 行った。 在家の 生活の 最 

後の 日 だと 思う と、 さすがに 名残が 惜しまれて、 彼女 

は 心 を 凝らして 化粧 をした。 「クララの 光りの 髪」 と 

アッシジで 歌われた その 髪 を、 真珠 紐で 編んで 後ろに 

すき 

垂れ、 ベネ チヤの 純白な 絹 を 着た。 家の 者の いない 隙 

に、 手早く 置 手紙と 形見の 品物 を 取りまとめて 机の 引 



た。 広い 秋の 野 を 行く ように 彼女 は 歩いた。 

は 、-. 

クララ は 寺の 入口 を 這 入る とま つ すぐに シ ッフィ 家 

の 座席に 行って ァグ ネスの 側に 坐 を 占めた。 彼女 は 

フ オル テブ ラッチ ョ 家の 座席から ォ ッ タヴィ アナが 送 

る 視線 をす ぐに 左の 頰に 感じた けれども、 もう そんな 

事に 頓着 はして いなかった。 彼女 は 座席に つくと 面 

わき ま 

を 伏せて 眼 を 閉じた。 ややと もす ると 所 も 弁えずに 

熱い 涙が 眼が しらに にじもう とした。 それ は 悲し さの 

涙で も あり 喜びの 涙で もあった が、 同時に どちらで も 

なかった。 彼女 は 今まで 知らなかった 涙が 眼 を 熱く し 

出す と、 妙に 胸が わくわくして 来て、 急に 深淵の よう 



な 深い 静か さが 心 を 襲った。 クララ は 明かな 意識の 中 

すべ 

にありながら、 凡ての ものが 夢の ように 見る見る 彼女 

しょ ラ じよ-つ 

から 離れて 行く の を 感じた。 無 一 物な 清 浄な 世界に 

クララの 魂 だけが 唯一 つ 感激に 震えて 燃えて いた。 死 

を 宣告され る 前の ような、 奇怪な 不安と 沈静と が 交る 

交る 襲って 来た。 不安が 沈静に 代る 度に クララの 眼に 

は 涙が 湧き上った。 クララの 処女ら しい 体 は 蘆の 葉の 

ように 細かく おののい ていた。 光りの ような その 髪 も 

おのず か 

また 細かに 震えた。 クララの 手 は 自 らァグ ネスの 手 

ちと 

を覓 めた。 

「クララ、 あなたの 手の 冷たく 震える 事」 



「しつ、 静かに」 

クララ は 頼りない もの を 頼りに したの を 恥じて 手 を 

む さんけいにん 

放した。 そして 咽せ る ほどな 参詣人の 人い きれの 中で 

また 孤独に 還った。 

「ホ ザナ …… ホザナ …… 」 

内陣から 合唱が 聞こえ 始めた。 会衆の 動揺 は 一 時に 

しずま ひざまず 

鎮 つて 座席 を 持たない 平民た ち は 敷石の 上に 跪 い 

た。 開け放した 窓から は、 柔 かい 春の 光と 空気と が 流 

れ こんで、 壁に 垂れ 下った 旗 や 旒 を 静かに なぶった _ 

クララ はふと 眼 を あげて 祭壇 を 見た。 花に 埋められ 香 

けい クロ チェ . フィッツ 

をた き こめられて ビザ ン チン 型の 古い 十字架 聖像が 奥 



別にと めはしなかった。 

クララの 回想と は その 時の 事で ある。 クララ はや は 

りこの 堂 母の この 座席に 坐って いた。 着物 を 重ねても 

ま つ ぱ だか 

寒 い 秋 寒 に 講壇 に は 真裸な レオと いう フランシスの 

なかま ら けい 

伴侶が 立って いた。 男 も 女 もこの 奇異な 裸 形に 奇異な 

場所で 出 遇って 笑いく ずれぬ ものはなかった。 卑しい 

身分の 女な ど は あからさまに 卑猥な 言葉 を その 若い 道 

うちか 

土に 投げつ けた。 道士 は 凡ての 反感に 打克っ だけの 熱 

意 を 以て 語ろうと したが、 それに は 未だ 少し 信仰が 足 

りない ように 見えた。 クララ は 顔 を 上げ 得なかった。 

そこに フラン シ スが これ も 裸 形の ままで^ 入 つて 来 



たこの フランシス を 神 は 厳しく 鞭ち 給うた。 眼 ある 

者 は 見よ。 懺悔した フランシス は 諸君の 前に 立つ。 諸 

君 は フランシスの 裸 形を憐 まるる か。 しからば 諸君が 

眼 を 注いで 見ねば ならぬ ものが 彼 所に ある。 眼 ある も 

の は 更に 眼 を あげて 見よ」 

クララ はい つの 間に か 男の 裸体と 相対して いる 事 も 

忘れて、 フランシス を 見やって いた。 フランシス は 「眼 

を あげて 見よ」 というと 同時に 祭壇に 安置され た 

クル シ . フ イツ キス うやう や 

十字架 聖像 を 恭 しく 指した。 十字架 上の 基督 は 痛ま 

しく も 痩せこけた 裸 形の ままで 会衆 を 見下ろし ていた。 

一 一 十八の フ ラ ン シ スは何 所と い つ て 際立 つ て 人 眼 を 引 



の 後ろの ァ ブスに 行く と、 フランシス はた だ 一人 

けものい ろ かばいろ 

獣 色と いわれる 樺色の 百姓 服 を 着て、 繩の帯 を 結んで、 

胸の 前に 組んだ 手 を 見入る ように 首 を 下げて、 壁 添い 

の 腰かけに かけて いた。 クララ を 見る と 手 まねで 自分 

の 前に ある i: 子に 坐れ と 指した。 二人 は 向いあって 

坐った。 そして 眼 を 見合わした。 

曇 つ た 秋の 午後の ァプス は 寒く 淋しく 暗み 亘 つてい 

た。 ステ インド. グラスから 漏れる 光線 は、 いくつか 

の 細長い 窓 を 暗く 彩 つて、 それが クララの 髪の毛に 

た わむ 

来て しめ やかに 戯れた。 恐ろしい ほどに あたり は 物 

静かだった。 クララの 燃える 眼 は 命の綱の ように フラ 



ら かな ァグ ネス。 クララが この 二、 三日 ややと もす る 

と 眼に 涙 をた めて いるの を 見て、 自分 も 一緒に 涙ぐん 

ま つげ 

でいた ァグ ネス。 .：：• その ァグ ネスの 睫毛 はいつ でも 

涙で 洗った ように 美しかった。 殊に 色白な その 頰は寝 

入って から 健康そう に 上気して、 その 間に 形よ く盛リ 

上った 小鼻 は 穏やかな 呼吸と 共に 微細に 震えて いた。 

「クララの 光の 髪、 ァグ ネスの 光の 眼」 といわれた、 無 

類な 潤み を 持った 童女に して は どこか 哀れな、 大きな 

その 眼 は 見る 事が 出来なかった。 クララ は、 見つめる 

てのひら 

ほど、 骨肉の いとし さが こみ上げて 来て、 そっと 掌 

で 髪から 頰を 撫でさす つた。 その 手に 感ずる 暖 いなめ 



曜日が 来たの だ。 クララ は 床から 下り立つ と 昨日 堂 母 

に 着て 行った ベネ チヤの 白 絹 を 着ようと した。 それ は 

花嫁に ふさわしい 色だった。 しかし 見る と大 椅子の 上 

ほ.. R 

に 昨夜 母の 持って来て くれた 外の 衣裳が 置いて あった。 

ひと そろ い 

それ は クララが 好んで 来た 藤 紫の 一 揃だった。 神聖 

月曜日に も聖 ルフィノ 寺院で 式が あるから、 昨日の も 

のと は 違った 服装 を させようと いう 母の 心尽 しがす ぐ 

知れた。 クララ は 嬉しく 有難く 思いながら それ を 着た。 

そして 着ながら もし これが 両親の 許し を 得た 結婚で 

あ つ たなら ばと 思 つ た。 父 は 恐らく あすこの 椅子に か 

けて 微笑しながら 自分 を 見守る だろう。 母と 女中と は 



みち 

空 も路も 暗かった。 三人 は ポルタ • ヌォバ の 門番に 

まいない やすやす 

賂 して 易々 と 門 を 出た。 門 を 出る と ゥムブ リャの 平 

野 は 真暗に 遠く 広く 眼の 前に 展け亘 つた。 モンテ- 

くつき 

フ アル コの山 は 平野から 暗い 空に 崛 起して おごそかに 

ずきん 

こっち を 見つめて いた。 淋しい 花嫁 は 頭巾で 深々 と 顔 

を 隠した 二人の 男に 守られながら、 すがりつ くように 

エホバに 祈禱を 捧げつつ、 星の 光 を 便りに 山 坂 を曲リ 

くねって 降りて 行った。 

なかま 

フランシスと その 伴侶と の 礼拝 所なる ポル チウ ン ク 

しょうがん ともしび 

ゥラの 小 龕の 灯 が遙か 下の 方に 見え 始める 坂の 突 

たいまつ 

角に 炬火 を 持った 四 人の 教 友が クララ を 待ち受け てい 



て 歌い つれる 合唱の 声が、 静かに かすかに おごそかに 

聞こえて 来た。 
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